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チックシンチレーターを用いて実験を行った（図２）。検出器 C を加えたのは、検出器 A に斜めに入
ってきて磁場によって検出器 B を通過する宇宙線を取り除き、検出器 D を加えたのは検出器 B で止
まるような低いエネルギーを選ぶためである。①と同様に磁場ある場合と磁場がない場合においてそ
れぞれ同時計数測定を行った。この測定では、DRS4 と呼ばれるデータ収集回路を用いて検出器から
の信号を収集した。ここで、①とデータ収集回路が異なるのは Wave Catcher が 2ch 入力であるのに
対し、DRS４は 4ch 入力に対応しているためである。 
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イズ以外のすべてのイベントを用いて作成した時間差スペクトルが図 3、検出器 A でのエネルギー損
失が 18MeV 以上のミュオンだけを取り出した場合の時間差スペクトルが図４である。このときノイ
ズを取り除いたものは分布に顕著な違いが見られなかったが、エネルギー損失 18MeV 以上のイベン
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次に、研究計画②を実行するために、10 月 30 日に検出器を 4 つに増設し(写真４)、磁場なしと磁
場ありでそれぞれ、3466565 イベントと 4380000 イベントを収集した。また、11/11 に磁場測定をお
こない、中心の磁場が 0.1T 程度であることを確認した。この実験でも解析は root を使用し、上の二
台の検出器（図２の検出器 C と検出器 B）を通った場合(条件１)と、上の二台の検出器を通ってその
後一番下の検出器（図２の検出器 D）まで届かない場合(条件２)について調査した。条件１は斜めか
ら来る宇宙線を取り除き、条件２では低エネルギーの宇宙線を選ぶことに対応している。条件 1, 2 に
おいてそれぞれ赤線は磁場なし、青線を磁場ありとして時間差のヒストグラムを作成した（図 5,図 6）。
図３                 図 4 
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二つのヒストグラムを比較するとまず磁場なしは条件１,2 ともに形は似ているが、磁場ありは条件




























図 5                       図 6 
